
学内資格認定制度「教育支援センターの３つの資格」 
 島根大学教育学部附属教育支援センター 

資格名称 ①体験学修ピア・サポーター 
②コミュニティサービス・サポーター

(CSS） 
③学校教育サポーター 

主な活動 
○基礎体験領域諸活動における企画・運営 

○各種セミナー等でのピア・サポート 

○地域における活動の企画と運営 

○各種セミナー等でのピア・サポート 

○学校の教育活動支援 

○各種セミナー等でのピア・サポート 

有資格者 

の役割等 

○基礎体験活動を行う際のリーダー，各学年 

のセミナーのアドバイザー等を担当。 

○地域社会での体験活動支援を行う際のリーダー， 

企画・運営等を担当。 

○学校の教育活動支援を行う際のリーダー･責任者

及び体験参加学生へのアドバイザー等を担当。 

認定時期 
2 年次修了時 

3 年次修了時 

2 年次修了時 

3 年次修了時 
3 年次修了時 

認定方法 

以下の認定基準を満たす者について，教育支援センターの教員の合議で認定する。 

①基礎体験活動において，累計時間が 400 時間以上

あり，多様な体験を行っていること。 

 

②「臨床・カウンセリング体験」において，体験 

活動（Ｃ系Ｇ系）へのかかわりが積極的である 

こと。 

 

③基礎体験の事後指導において,人間関係力，指導

力などについて，高い学修成果が認められている

こと。 

①基礎体験領域において，特に体験フィールド 

「地域」「子ども」の累計時間が 350 時間以上

であり,多様な体験を行っていること。 

 

②「臨床・カウンセリング体験」において，体験 

活動（Ｃ系Ｇ系）へのかかわりが積極的である 

こと。 

 

③基礎体験の事後指導において，企画力，人間関係

力,社会の一員としての自覚などについて，高い

学修成果が認められていること。 

①基礎体験活動において，「学校」をフィールド 

とするもの（附属学園，公立幼小中学校等)の 

累計時間が 150 時間を超えていること。 

 

②「臨床・カウンセリング体験」において，体験 

活動（Ｃ系Ｇ系）へのかかわりが積極的である 

こと。 

 

③教育実習において良好な成績を修めていること｡ 

 

④基礎体験の事後指導において，学校理解，子ども

理解，指導力などについて高い学修成果が認め 

られていること。また，各々の学校において  

優れた指導力を発揮し，顕著な功績があったと 

評価されていること。 

申請方法 

 
(自己申請) 

○教育支援センターにある，体験学修ピア・サポー

ター用の「学内資格認定用紙」に必要事項を記入

し，教育支援センターへ自己申請してください。 

○教育支援センターにある，コミュニティサー  

ビス・サポーター用の「学内資格認定用紙」に 

必要事項を記入し，教育支援センターへ自己申請

してください。 

○教育支援センターにある，学校教育サポーター 

用の「学内資格認定用紙」に必要事項を記入し，

教育支援センターへ自己申請してください。 

 令和３年５月２５日 


